
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
続
き
、
国

境
を
ま
た
い
だ
人
の
往
来
が
制
限
さ
れ
る
中
、
世
界

の
貿
易
・
投
資
は
大
幅
に
縮
小
し
た
。
こ
う
し
た
中
、

約
８
０
０
０
万
人
の
人
口
を
有
し
、
欧
州
、
中
東
、

ア
ジ
ア
、
北
ア
フ
リ
カ
の
結
節
点
に
位
置
す
る
ト
ル

コ
は
、
消
費
者
市
場
お
よ
び
第
三
国
へ
の
輸
出
を
視

野
に
入
れ
た
生
産
地
と
し
て
、
今
後
も
重
要
な
パ
ー

ト
ナ
ー
で
あ
り
、
こ
の
事
態
を
一
刻
も
早
く
打
開
す

る
た
め
に
も
、
日
ト
ル
コ
間
の
さ
ら
な
る
協
力
は
不

可
欠
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
経
団
連
の
日
本
ト
ル
コ
経
済
委
員
会
は

２
０
２
０
年
９
月
３
日
、
ト
ル
コ
海
外
経
済
評
議
会

（
Ｄ
Ｅ
Ｉ
Ｋ
）と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
懇
談
会
を
開
催
し
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
日
ト
ル
コ
双
方
の
現
状
共
有
と

両
国
な
ら
び
に
世
界
経
済
回
復
に
向
け
た
協
力
の
あ

り
方
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
Ｄ
Ｅ
Ｉ
Ｋ
よ
り
ナ
イ
ル
・
オ
ル
パ

ク
会
長
、
シ
ェ
リ
フ
・
ト
ス
ヤ
ル 

ト
ル
コ
日
本
経

済
委
員
長
、
来
賓
と
し
て
ム
ラ
ッ
ト
・
メ
ル
ジ
ャ
ン

駐
日
ト
ル
コ
共
和
国
大
使
、
宮
島
昭
夫
駐
ト
ル
コ
共

和
国
日
本
大
使（
当
時
）、
日
本
貿
易
振
興
機
構（
Ｊ

Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
）ア
ジ
ア
研
究
所
の
今
井
宏
平
研
究
員
、

ア
ト
ル
グ
ロ
ー
バ
ル
社
の
ア
ル
タ
イ
・
ア
ト
ル
社
長

が
登
壇
し
、
熱
の
こ
も
っ
た
議
論
を
行
っ
た
。
以
下
、

そ
の
模
様
を
振
り
返
り
た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る 

日
ト
ル
コ
協
力
の
推
進

　

開
会
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
日
ト
ル
コ
関
係
へ
与
え
て
い
る
影
響
に
つ
い
て
、

見
解
を
聞
い
た
。
オ
ル
パ
ク
会
長
、
ト
ス
ヤ
ル
委
員

長
か
ら
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
下
に
お
け
る
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
再
構
築
や
両
国
の
貿
易
投
資
促
進
の
観

点
か
ら
、
ア
フ
リ
カ
大
陸
な
ど
第
三
国
に
お
け
る
日

ト
ル
コ
の
協
力
や
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
早
期
締
結
が
重
要
と
の

意
見
が
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
メ
ル
ジ
ャ
ン
大
使
、
宮

島
大
使
か
ら
は
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
締
結
と
両
国
間
の
往
来
の

早
期
再
開
に
向
け
た
課
題
解
決
へ
の
決
意
が
述
べ
ら

れ
た
。
非
常
事
態
に
あ
っ
て
も
日
ト
ル
コ
間
の
互
い

の
重
要
性
が
変
わ
る
こ
と
は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
継
続
し
、
と
も
に
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え

る
べ
き
だ
と
い
う
意
見
で
一
致
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が 

日
ト
ル
コ
お
よ
び
両
国
経
済
関
係
に 

及
ぼ
す
影
響

　

来
賓
講
演
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
今
井
研
究
員
、
ア

ト
ル
社
長
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
日
ト
ル

コ
お
よ
び
両
国
経
済
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
見
解

を
う
か
が
っ
た
。
今
井
研
究
員
か
ら
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
国
際
経
済
秩
序
と
グ
ロ
ー
バ
ル
バ
リ

ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
で
、
グ
ロ

ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
前
提
と
し
た
経
済
が
停
滞
し
、

地
域
単
位
の
分
業
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
と
も
に
、

ビ
ジ
ネ
ス
展
開
に
お
い
て
は
地
理
的
近
接
性
よ
り
も
、

ト
ル
コ
海
外
経
済
評
議
会

（
Ｄ
Ｅ
Ｉ
Ｋ
）と
の

オ
ン
ラ
イ
ン
懇
談
会
を
開
催

─
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
日
ト
ル
コ
に
与
え
る
影
響
と
今
後
に
つ
い
て
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こ
と
な
く
、
ビ
ジ
ネ
ス
関
係
強
化
に
向
け
た
双
方
向

の
努
力
が
必
要
で
あ
る
と
の
共
通
の
認
識
を
得
た
こ

と
で
、
懇
談
会
の
所
期
の
目
的
を
果
た
せ
た
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
発
生
後
の
ト
ル
コ

の
現
状
な
ど
へ
の
知
見
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
、

我
々
日
本
側
参
加
者
と
し
て
も
得
る
と
こ
ろ
の
多
い

懇
談
会
と
な
っ
た
。
バ
シ
ャ
ク
シ
ェ
ヒ
ル
松
と
桜
都

市
病
院
（
注
３
）の
建
設
の
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
も
絶
え
間
な
く
続
く
日
ト
ル
コ
の
協
力

関
係
は
、
今
後
の
両
国
の
復
活
に
向
け
た
大
き
な
力

に
な
る
こ
と
を
実
感
し
た
。
そ
し
て
懇
談
会
の
最
後

に
は
、
日
ト
ル
コ
間
の
往
来
の
障
害
が
克
服
さ
れ
た

際
に
は
、
日
本
代
表
団
と
し
て
ト
ル
コ
を
訪
問
し
、

合
同
経
済
委
員
会
を
開
催
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
。

　

経
団
連
で
は
、
今
回
の
危
機
を
一
刻
も
早
く
打
開

す
べ
く
、
感
染
拡
大
防
止
と
の
両
立
を
前
提
と
し
た

国
際
的
な
物
流
機
能
の
維
持
・
回
復
、
保
護
主
義
的

措
置
の
排
除
、
投
資
の
円
滑
化
・
自
由
化
、
国
際
的

な
人
の
往
来
再
開
な
ど
に
向
け
た
働
き
か
け
を
行
っ

て
い
る
。
日
本
ト
ル
コ
経
済
委
員
会
と
し
て
も
、
合

同
経
済
委
員
会
の
開
催
を
は
じ
め
、
両
国
の
経
済
交

流
を
引
き
続
き
推
進
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

期
・
長
期
施
策
の
効
果
に
よ
り
、
ト
ル
コ
経
済
は
回

復
傾
向
に
あ
る
と
分
析
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な

回
復
に
向
け
た
努
力
を
続
け
る
ト
ル
コ
経
済
に
対
し

て
は
、
鉱
工
業
製
品
の
付
加
価
値
向
上
や
デ
ジ
タ
ル

イ
ン
フ
ラ
と
い
っ
た
、
日
本
が
得
意
と
す
る
分
野
で

の
投
資
促
進
に
大
き
な
可
能
性
を
感
じ
た
。

　

議
論
を
通
じ
て
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
い
う
非
常
事

態
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
緩
め
る

制
度
的
共
通
性
が
よ
り
重
要
に
な
る
た
め
、
Ｅ
Ｐ
Ａ

交
渉
で
制
度
的
な
擦
り
合
わ
せ
を
行
っ
て
い
る
ト
ル

コ
は
日
本
に
と
っ
て
今
後
も
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
に

な
る
と
説
明
さ
れ
た
。
そ
の
う
え
で
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
締
結

を
実
現
す
る
た
め
に
重
要
な
点
と
し
て
、
①
両
国
間

の
制
度
的
イ
ン
フ
ラ
の
調
整
、
②
ト
ル
コ
の
自
国
保

護
産
業
に
対
す
る
譲
歩
（
注
１
）、
③
両
国
間
の
貿
易
不
均
衡
（
注
２
）

の
是
正
の
３
点
を
挙
げ
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
締
結
を
は
じ
め
と

し
た
両
国
の
関
係
深
化
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
チ
ャ
ン
ス

に
変
え
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
つ
と
締
め
く
く
っ
た
。

ま
た
、
ア
ト
ル
社
長
か
ら
は
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
危
機

が
ト
ル
コ
に
与
え
た
影
響
は
甚
大
で
あ
る
が
、
ト
ル

コ
政
府
に
よ
る
緊
急
融
資
策
や
税
制
優
遇
な
ど
の
短

（
注
１
）�産
業
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
４
０
０
０
以
上
の
品
目

に
対
し
て
追
加
関
税
を
適
用
。

（
注
２
）�日
ト
ル
コ
間
の
貿
易
額（
財
務
省「
貿
易
統
計
」２
０
１
９
年
値
）、

日
本
か
ら
ト
ル
コ
：
25
・
２
億
ド
ル
、
ト
ル
コ
か
ら
日
本
：
７
・

７
億
ド
ル
。

（
注
３
）�バ
シ
ャ
ク
シ
ェ
ヒ
ル
松
と
桜
都
市
病
院
：
２
０
２
０
年
５
月
21

日
、
ト
ル
コ
・
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
に
開
業
し
た
大
型
総
合
病
院
。

双
日
が
建
設
・
運
営
に
参
画
し
、
国
際
協
力
銀
行（
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
）

な
ど
が
協
調
融
資
。
当
初
は
６
月
の
開
業
を
予
定
し
て
い
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
の
た
め
予
定
を
前
倒
し
し
て
４
月
に
部
分
開

業
、
５
月
21
日
に
全
面
開
業
。

ソーシャルディスタンスを確保し、
リアル＆オンライン形式にて開催　

両国大使、DEIK会長ほか多くの方々が出席

トルコ海外経済評議会
（DEIK）との
オンライン懇談会
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